
校長 冨士 篤也

新年，あけまして おめでとうございます。１月８日

（金）から令和２年度の最後の学期が始まりました。

今年の干支は，「丑（うし）」です。もともと十二支は植
物が循環する様子を表しています。丑は十二支の2番目で，
子年に蒔いた種が芽を出して成長する時期とされています。
丑年には，先を急がず目前のことを着実に進めることが将
来の成功につながっていくといわれています。これは地道
な努力が大切なことを表しています。今年１年,生徒の皆さ
んは,丑年にコツコツとした継続的な取組をしてほしいと思
います。

昨年から，新型コロナウｨルスが流行しました。まだ，こ
の感染症は感染拡大する可能性もあります。引き続き感染
拡大を最小限に防ぐために，「三密を避け」「マスク・手洗
い・うがいの励行，咳エチケットの徹底」「規則正しい生
活やバランスのとれた食生活などによる体力や抵抗力の維
持」等に心がけてほしいと思います。

３学期は，１年の最後の学期であります。今年１年の総
仕上げをする学期です。「終わりよければ すべてよし」
という言葉があります。期間も短いですので１日１日の時
間を大切に，計画を立てて確実に実行してほしいです。

３年生にとっても，「進路先を決める」学期でもありま
す。最後の仕上げをして悔いの残らない勉強をして受験に
臨んでください。全員自分の希望する進路へ進めることを
目指して頑張ってほしいです。 また，１，２年生は，１３
日,１４日「鹿児島学習定着度調査」が２日間あります。し
っかり勉強をして８０％以上を目指してほしいです。

「笑顔のいい子に 育てよう」
現在の社会情勢の中ですが，昔から「笑う門には福来た

る」と言います。笑顔に関してはいろいろな教えがあった
ようですが，ただ「人に不快な思いをさせない最小の気遣
いは，笑顔で接すること」という礼儀はみんな心得ていた
ように思います。笑顔にはその人の性格が表れます。おお
らかな人は大きな声で笑うし，慎み深い人は，ニコッと微
笑む程度です。どちらにしても，笑顔で迎えられると，そ
れだけで心が和みます。

「１年の総仕上げの学期」
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３ 年 生 は ， 昨 年 の １ ２ 月 か ら 私 立 ・ 公 立 高 校 の

入 試 に 向 け て 面 接 や 作 文 の 指 導 を き め 細 か く 受 け

て ， 本 番 に 備 え て い ま す 。 １ 月 に 入 り １ 月 ８ ・ ９

日には，実力テストが行われます。

また，１月下旬から，私立高校の入試が行われ，

そ れ ぞ れ の 高 校 に 挑 戦 す る こ と に な り ま す 。 公 立

高 校 の 入 試 は ３ 月 ９ ・ １ ０ 日 に 行 わ れ ま す 。 こ れ

ま で の 取 り 組 み の 成 果 を 発 揮 し て ほ し い と 願 っ て

い ま す 。 ２ 学 期 の 終 業 式 で ， 話 を し ま し た が ， ３

年 生 は 自 分 た ち 自 身 の こ と で す 。 試 験 で 実 力 を 発

揮 す る た め に 健 康 管 理 に 細 心 の 注 意 を 払 い ま し ょ

う。後輩である１・２年生も感染症が発生すれば，

受 験 に 向 か う 先 輩 達 に も 影 響 が あ り ま す 。 体 調 管

理をすることで，３年生の受験を応援しましょう。

『 希望・夢に，チャレンジ！ 』

生徒の健やかな成長に PTA の存在
は，とても大切になります。本年度
の PTA 活動も，３学期の活動を残す
のみとなりました。昨年度，後半か
らの新型コロナウィルスの感染拡大
により，町行事，学校行事，そして

ＰＴＡ活動が自粛・延期・中止となることが続い
ています。しかし，こうした中でも生徒の活動を
少しでも充実させていくには，感染拡大に細心の
注意を図りながら，できる活動を粛々と行う必要
があります。本校のＰＴＡ活動は，保護者の支援
や計画的な取り組みにより，充実した活動になっ
ています。

現在，地域の様々な行事や場面でも，このコロ
ナの状況は予断を許せませんが，こうした状況だ
からこそ，「子ども」のことや「子どもの将来」
に関心をもち関わることで，生徒は安心して生活
できるようになります。今年度も保護者の方々か
らの情報提供や連絡も多くいただき，指導の助け
になっています。しかも建設的な内容で，生徒の
ことを大切に考えていることを感じました。地域
の方からも学校に対して気軽に声をかけていただ
き，龍南中を大事にしようという思いが伝わって
きました。今後，今年度残された３ヶ月も，現在
のＰＴＡや地域の皆様と培ってきた「つながり」
を大切にして，地域の学校になれるよう努力を続
けてまいります。

家庭で育ち・地域に支えられ，学校で学ぶ


